
3



4

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面

①粘り強い取組を行おうとする側面

「十分満足できる」

状況（Ａ）

「おおむね満足できる」

状況（Ｂ）

「努力を要する」

状況（Ｃ）
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「評価規準」を作成し、「目標」の実現状況を評価する

各教科等における学習評価の進め方踏まえた学習評価

新学習指導要領の趣旨を

◇内容のまとまりごとの評価規準（例）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・万の単位について知っている。

・10倍、100倍、1000倍、10分の1

の大きさの数及びそれらの表し方に

ついて知っている。

・数のまとまりに着目し、大きな数の

大きさの比べ方や表し方を考え、日

常に生かしている。

・整数に進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返り、数

理的な処理のよさに気付き生活や

学習に活用しようとしている。

このように、「２ 内容」に記載された文章を活用することで、妥当性のある評価規準を作成することができ

ます。単元の目標を作成する際も、目指す児童生徒の姿として評価することを踏まえ、妥当性のある単元の評価

規準となるように工夫します。

評価規準は、目標となりうる「２ 内容」に記載されている文末表現を変えることで、作成できます。

（例）第３節 算数

●第１ 目標

●第２ 各学年の目標及び内容

第３学年

１ 目 標 「内容のまとまり」とは、

この「2 内容」です。

知識及び技能

「主体的に学習に取り組む態度」の観点は、継続的な取組を通して現れる特質等を有すること

から「２ 内容」に記載がありません。そのため「１ 目標」を参考にしつつ、必要に応じ改

善等通知（※）の観点の趣旨を参考にして作成します。
※改善等通知 ;「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について

（通知）」（文部科学省初等中等教育局、平成31年３月29日付け、30文科初第1845号）

「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点は、各教科等における該当学年の学習指導要領の

「内容のまとまり」を確認し、その記載を活用し作成します。

「内容のまとまり」とは、学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 ２ 内容」

の項目等を、そのまとまりごとに細分化したり整理したりしたものです。つまり、各教科等は「内容の

まとまり」ごとに育成を目指す資質・能力が示されています。よって、「２ 内容」の記載はそのまま

各教科等の学習指導の目標となりうるものとなっています。

授業は、児童生徒に目標とする資質・能力を育成していく場です。教師は、目標の実現状況を判断するために

評価をします。つまり、評価とは児童生徒が目標とする資質・能力に到達できているかを見取ることです。教師

は、児童生徒の姿から目標の実現状況を判断することになりますが、その際「よりどころ」が必要となります。

この「よりどころ」を「評価規準」といいます。

新学習指導要領では、育成を目指す資質・能力が三つに整理されていることを踏まえ、学習指導要領の目標に

記載されている文章を使うことで、「よりどころ」としての妥当性を示すことができます。ここでは、実際の授

業づくりに向けて、小学校学習指導要領の算数を例に「２ 内容」に記載された文章を活用した「内容のまとま

りごとの評価規準」の作成について紹介します。

思考力、判断力、表現力等

A　数と計算

  ⑴　整数の表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

　　ができるよう指導する。

　　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。

　　イ　次のような思考力，判断力，表現力を身に付けること。

　万の単位について知ること。

イ　10倍，100倍，1000倍， の大きさの数及びそれらの表し方について

　知ること。

　数のまとまりに着目し，大きな数の大きさの比べ方や表し方を考え，

　日常生活に生かすこと。

２　内　容
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PointPoint
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　評価を行うために必要な時間を考え、単元全体でバ

ランスよく評価を位置付けます。

PointPoint
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「観点別学習状況の評価」を総括した「評定」と「総括」

〈例１〉観点別学習状況の評価を数値化し、合計値で決める方法

観点別評価 合計値 評定（小学校） 評定（中学校）

ＡＡＡ ９
３ ５ または ４

ＡＡＢ ８

ＡＢＢ

ＡＡＣ
７

２ ３
ＡＢＣ

ＢＢＢ
６

ＢＢＣ

ＡＣＣ
５

ＢＣＣ ４
１ ２ または １

ＣＣＣ ３

〈例２〉観点別学習状況の各観点の評価結果を点数で算出し、それを各合計値の

満点に対する割合で、評定に算出する方法

Ａ Ｂ Ｃ

３点 ２点 １点

観点別の達成度 83％以上 82～51％ 50％以下

小学校 ３ ２ １

中学校 ５または４ ３ ２または１

３:「十分満足できる」状況と判断されるもの

２:「おおむね満足できる」状況と判断されるもの

１:「努力を要する」状況と判断されるもの

小
学
校

児童生徒の学習の実現状況を小学校では３段階、中学校では５段階で評定します。ただし、小学校第１学年及

び第２学年では評定はしません。

５:「十分満足できるもののうち、特に程度が高い」

状況と判断されるもの

４:「十分満足できる」状況と判断されるもの

３:「おおむね満足できる」状況と判断されるもの

２:「努力を要する」状況と判断されるもの

１:「一層努力を要する」状況と判断されるもの

中
学
校

①学期末における評定への総括の例

・単元において観点毎に総括した評価結果を合計して、それを基に学期末の総括を

する場合。

・それぞれの授業で観点別に評価した結果を学期末にまとめて合計し、総括する場合。

○総括の方法は、下記の〈例１〉〈例２〉を参考に考えることができます。

②学年末における評定への総括の例

・各学期の観点別評価から学年末の観点別評価を出し、それを学年末の評定に総括する場合。

・各学期の評定を学年末の評定に総括する場合。

○総括の方法は、下記の〈例１〉〈例２〉を参考に考えることができます。

「評定」と「総括」

においても、学校全

体で共通理解の中で

進めていくことが重

要です。

懇談や通知表等で、児

童生徒や保護者へ評価

に関する仕組みや評価

結果について、丁寧に

説明しましょう。説明

をして理解を図ること

が信頼性の向上の視点

からも重要です。

「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要

録の改善等について（通知）」（初等中等教育局、平成31年３月29日付け、30文科初第1845号）

文部科学省において、「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（平成31年１月21日）を受け、 新学習指導要

領の下での学習評価が適切に行われるとともに、各設置者による指導要録の様式の決定や各学校における指導要録

の作成に当たっての配慮事項等をまとめたものです。主な内容は、「学習評価の基本的な考え方」「学習評価の主な改

善点について」「指導要録の主な改善点について」「学習評価の円滑な実施に向けた取組について」「学習評価の改善

を受けた高等学校の入学者選抜、大学入学者選抜の改善について」等が示されています。

改善等通知とは

PointPoint

PointPoint


